                                                            2011年1月27日
原爆被害について考える
                                          報告者  日本原水爆被害者団体協議会
事務局次長  岩  佐  幹  三
  委員の皆さん、広島に原爆が投下された時のこの写真はご覧になったことがあると思います。今私は、皆さんと同じようにこれを見つめています。しかし同時に昭和２０年８月６日この「きのこ雲」の下で、想像を絶する惨状の中に投げ込まれていたのも事実です。辛うじて生き残った私には、この写真は単なる映像ではなく、あの時と今をつなぐ大切な資料です。私は、この映像を見る度に、私が今日まで被爆者として歩んできた原点はそこにあると思います。本日原爆被害についてお話をするにあたって、まずこの映像を提示した上で、私の被爆体験から始めることにしたいと思います。
  あの日１６歳の中学生だった私は、動員中の軍需工場が電休日だったので、広島の爆心から１．２キロ富士見町の自宅の庭で被爆しました。激しい爆風の衝撃で地面に叩きつけられました。目の前も見えぬ真っ暗な中、上から非常に強い力で押さえつけられ立ち上がれず、必死に這いました。数秒位すると真っ黒な粒の埃りが立ち上がっていき、次第に明るくなると目の前で街が消え、がれきと折れ崩れた木屑の山になっていました。
  倒壊した家の下敷きになった母は、倒れたまま身動きできず、少年一人の力ではなす術はありませんでした。物凄い勢いで迫る火事嵐の火の粉が飛んできました。母は、「そんなら早よう逃げんさい」と言って、「般若心経」を唱え始めました。私は、その声を聞きながら、生きたまま焼け死ぬ母を見殺しにして逃げたのです。
  すでに周りは火の海でした。私が助かったのは、家の裏手にあった山陽中学のグランドの中央に掘られていた防火水槽に辿りついて飛び込めたからです。本当に奇跡的でした。ほんの少し遅れて逃げてきた人が、校庭の端まで到達しながら火ダルマになって焼け死ぬ姿を見ました。この人のように倒れた家の中からやっとのことで這い出ても、猛火に逃げ場を失って、家の側に備えられた小さな防火水槽に何人もの人が寄り添って焼け死んでいる姿がいたる所で見られました。この世の地獄としか言えない残虐なありさまでした
  数日後私は、家の焼け跡の灰の中から母の遺体らしいものを掘り出しました。それは、マネキン人形にコールタールを塗って焼いたような油でヌルヌルした物体でした。とても母の死体とは思えませんでした。母は、人間としてではなく、モノとして殺されたのです。広島と長崎での被爆者の死は、「人間の死」といえるものではありませんでした。
  女学校１年生（１２歳）の妹は、軍の命令で爆心地近くの土橋で建物疎開に動員されて作業中に被爆しましたが、何とか逃げたらしく逆にどこで死んだのか行方不明です。その年の５月病気で父を失っていた私は、原爆孤児になりました。その妹の行方を探して広島市内を歩き回った私は、１カ月後急性症状で倒れました。身体中赤紅色の斑点が生じ、喉の痛みでろくにものも飲み込めず、鼻や歯茎から出血しました。髪の毛も抜けました。夫を原爆で失った叔母（母の妹）が必死になって探し回ってくれた歯医者さんによる連日の注射治療でまたも奇跡的に回復しました。
  それにつけても被爆後被爆者が最も医療対策を必要としていた時に、国際赤十字から広島に派遣されてきたスイス人のジュノ－博士が原爆被害のすさまじさに驚いて、アメリカ占領軍に対して求めた国際的な救援の要請が拒否されたこと、また日本政府がこれに同調してアメリカに抗議もせず、救援要請もせず、被爆者を放置し見殺しにしたことは、戦争という名分のもとで原爆投下を招いた戦争責任の問題とならんで、その非人道的な対応はまさに戦後責任に当るということができます。私は、あの時どんな治療を受けたのかは知りません。しかし私の体験した事実からして、あの時国際的な救援が実施されていたならば、何人かの被爆者が何年かは「いのち」を長らえることができたのではないかと考えると残念なことです。私があえてこのようなことを言うのは、この時の被爆者放置政策の基本姿勢が、今日もなお被爆者に対する「原爆被害の過小評価」の姿勢に貫かれていると考えるからです。原爆の被害は大したことはない。また使われても仕方はないという核兵器の容認につながるからです。「原爆被害を過小評価」する政策は直ちに転換でください。
  私は、その後もいろいろな疾病と健康障害にかかりました。しかし原爆は、さらに牙をむいて襲いかかってきました。近年は晩発性放射能障害によるガンを相次いで発症して、治療を続けながら、被爆者の活動に参加しています。
  私の被爆体験は、何十万人も被爆した中のほんの１例にしか過ぎません。私のように「キノコ雲」の下で直接被爆した者ばかりではありません。被爆した家族を探したり、救援のために入市した人々も、残留放射能にさらされたり、放射能を帯びた塵やほこりを吸い込んだり、汚染された食べ物や水を摂取して、身体の外からだけでなく、身体の内部でも被曝したのです。被爆後６６年になる今もなお多くの被爆者が、私以上にもっともっとひどい被害をうけて苦しみとたたかいながら、「ふたたび自分たちのような被害を繰り返してはならない」と核兵器の廃絶を願い訴えて頑張っています。
  原爆の被害は、このように被爆者の「いのち、からだ」に対する被害だけではありません。「こころ、くらし」についても、被爆者は、苦渋にみちた人生を一生背負い続けているのです。健康障害をかかえた上に家族を失い、家庭が崩壊したためにその後の人生の立て直しを全く狂わされた人、さまざまな社会的差別に苦しみ続けてきた人、被爆したために「結婚」や「出産」を諦めた人は少なくありません。また被爆２世・３世で白血病やガンによる死亡についての情報も多く寄せられていますが  未解明のまま残されています。
  原爆は、このように被爆者に「人間として死ぬことも、人間らしく生きることも許さぬ」被害を与え続けています。被爆者は一生原爆被害を背負い続けて行かなければなりません。本日お話させていただけたのは、その実態についての一部にしか過ぎません。しかし被爆者の６６年にわたる生きざまがなみなみならぬ残酷なものであるということは、少しはお伝えできたのではないかと思います。
  原爆被害についてこの短い時間では、話し尽くせません。原爆被害に即した人間として血の通った検討をしてくださることを期待して私の発言を終わります。
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